
二
年
序
)
で
あ
る
。
之
は
編
紙
一
者
も
、
詩
の
作
者
等
も
一

切
不
明
で
あ
る
、
が
、
溺
善
的
の
人
ん
ザ
、
が
伯
夷
を
吊
ム
A
習
を

し
た
集
で
あ
る
ら
し
い
。
折
角
か
¥
る
も
の
を
符
た
以
上

問。

山
山
一
版
し
た
い
と
思
う
て
ゐ
る
、
が
、
本
日
の
講
演
を
縁
と
し

て
御
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
(
文
支
在
記
者
〉

漢
文
教
育
に
関
す
る
諸
問
題

乙
L

に
淡
文
数
育
代
関
し
て
、
私
の
平
素
考
へ
て
お
る

之
と
を
お
話
し
よ
ラ
と
恐
ふ
の
で
あ
る
、が
、
私
の
話
し
は

大
械
と
れ
を
三
段
に
分
。
と
と
、
が
出
来
る
。
却
ち

第
一
、
波
文
敬
育
が
如
何
に
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か
c

第
二
、
そ
の
議
論
に
釣
す
る
自
己
の
立
見
。

第
一
一
一
、
そ
れ
等
に
関
す
る
資
料
。

が
そ
れ
で
あ
る
。
然
し
第
三
の
資
料
代
就
い
て
は
未
だ
材

料
、
が
十
分
に
集
ク
て
府
ら
ず
、
銃
二
の
花
見
に
就
い
て
は

可
成

b
の
時
間
を
裂
す
る
故
、
今
日
は
第
一
の
現
今
に
於

け
る
波
文
数
育
代
僻
す
る
議
論
を
紹
介
し
よ
う
と
必
ふ
。

随
っ
て
今
日
の
話
は
紙
め
て
常
識
的
で
、
般
に
各
一
挺
で
諭

ぜ
ら
れ
て
庇
る
一
帯
を
項
目
を
分
け
て
…縦
列

す

る

に

過

ぎ

内

七点

野

よー
iこ1

な
い
。一
総
漢
文
敬
育
の
問
題
は
、
専
門
前
学
校
大
接
等
に
於
い

て
は
別
錨
の
も
の
で
あ
る
か
ら
之
を
省
主
、
主
と
し
て
中

等
間
学
校
に
於
け
る
獄
混
乞
取
扱
ふ
、
も
の
で
あ
る
。
昨
今
は

此
の
問
題
も
和
t

静
ま
ク
て
ゐ
る
様
で
あ
る
が
、
何
時
・
ま

だ
勃
殺
す
る
か
分
ら
ね
。
扱
此
の
問
題
は
又
幾
っ
か
に
分

け
て
考
へ
ら
れ
る
、
が
、
私
は
第
一
、
淡
字
。
第
二
、
波
文

第
一
一
一
、
僻
索
。
第
問
、
数
科
致
問
。
第
五
、
数
授
上
。
の
十
九

問
題
に
分
た
う
と
必
ふ
。
市
し
て
今
各
=
の
問
題
に
関
す

る
議
論
在
来
げ
れ
ば
、

一
、
決
学
の
問
題

ィ
、
決
め
ナ
滋
止
の
問
題



ェ
λ

ペ
ク
ン
ト
に
代
へ
ん
し
L

す
る
説

仮
名
代
代
へ
ん
と
す
る
訟

ー
片
仮
名
を
用
ひ
ん
と
す
る
設

2

年
仮
名
を
用
ぴ
ん
と
す
る
訟

3

新
た
な
る
般
名
代
代
へ
ん
と
す
る
説

。

官

I

7
字
代
代
へ
ん
と
す
る
設

ー
松
平
式
に
依
ら
ん
と
す
る
も
の

り
一
一
日
本
式
に
依
ら
ん
と
す
る
も
の

(
か
く
の
如
く
校
'
々
の
議
論
は
あ
る
が
、
結
局
は
淡
字

股
止
を
生
以
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
支
那
本
側
代

於
い
て
す
ら
、
川
叫
に
佐
一
抗
日
字
母
を
照
ひ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
日
本
で
淡
字
を
用
ひ
る
必
要
は
な
い
と
い
ム
の
で

あ
る
、
然
し
支
那
で
純
一
耳
目
字
母
、
が
行
は
れ
る
と
い
っ
て
も

そ
れ
は
一
部
分
だ
け
で
、
現
在
未
だ
新
聞
雑
誌
等
は
従
来

の
ま
¥
な
の
で
あ
る
か
ら
、
支
那
で
は
就
に
改
ま
っ
た
と

い
ふ
の
は
早
計
で
あ
る
。

次
代
日
本
の
仮
名
代
改
め
よ
ラ
と
す
る
の
も
国
難
で
あ

る
。
そ
れ
は
議
み
に
く
い
絡
に
、
時
間
的
に
随
分
不
経
済

で
あ
る
、
嘗
て
成
将
校
間
母
校
で
雑
誌
に
之
を
試
み
た
之
と
が

あ
る
が
、
一
民
政
の
み
榊
し
て
く
る
の
で
、
乙
の
方
市
か
ら

反
到
す
る
入
、が
あ
っ
た
。
以
上
の
論
は
ん
ベ
て
淡
宇
佐
腐

し
て
し
ま
は
ラ
I
C
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
常
然

漢
文
隊
法
止
を
主
張
す
る
之
と
に
な
る
。
)

官
、
淡
字
制
限
の
問
題

ぬ
ん
十
数
の
制
限

b

字
削
凶
の
制
限

(
後
者
は
報
知
新
川
阿
佐
-V

で
も
試
み
た
と
と
、
が
あ

b
、
或
税

反
ま
で
党
成
出
来
る
ル
誌
で
あ
る
。
前
者
は
淡
字
か
任
問
築
等

に
綴
っ
て
一
肢
t

常
周
波
宇
を
作
っ
た
、
が
、
極
め
て
際
昧
な

も
の
で
あ
'
夕
、
一
八
五
八
字
に
減
じ
た
も
の
も
、
未
だ
会

館
の
人
か
ら
は
認
容
迫
れ
て
蔚
な
い
。
市
し
て
乙
れ
も
亦

漢
文
廃
止
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
)

二
、
渓
文
の
問
題

ィ
.
漢
文
不
必
要
論

漢
文
は
形
式
上
、
内
容
上
と
も
現
代
代
生
命
な

主
も
の
で
あ
る
と
の
論

形
式
上
。
漢
文
の
形
は
今
日
一
般
に
は
行
は

れ
ね
も
の
で
あ
b
、
之
を
日
本
流
に
議
ん
で

a 
1 

四



2 

も
、
そ
の
句
説
は
現
代
一
代
交
渉
、
が
な
い
。
新

し
い
文
章
は
之
を
必
要
と
し
な
い
、
と
一
説
く

然
し
之
に
も
相
蛍
議
論
、
が
あ
り
て
、
ぞ
れ
だ

か
ら
今
日
の
交
に
し
ま

b
、
が
な
く
な
タ
だ
と

も
い
へ
る
。

内
政
社
上
。
波
文
の
思
想
は
一
口
に
古
く
さ
い

，
も
の
で
あ
b
、
内
容
も
陳
腐
で
、
現
代
入
の

心
に
鰯
れ
る
と
乙
ろ
、
が
な
い
、
と
説
く
。
然

し
、
そ
れ
は
説
く
人
に
依

b
叉
仰
併
殺
の
施
し

殺
に
依
っ
て
現
代
代
生
き
る
も
の
、
が
あ
る
と

の
反
到
設
も
成
立
つ
。

淡
文
有
ゆ
世
論

波
文
談
話
、が
閥
文
閥
認
の
後
…
迭
を
阻
佐
官
す

る。
淡
文
の
必
恕
は
的
古
の
み
で
遊
歩
、が
な
い
。

凡
て

mm
認
を
過
去
に
求
め
て
退
嬰
的
で
あ
る

所
初
左
傾
に
別
封
す
る
お
似
を
剃
戟
し
奨
絡
す

る
と
と
に
な
る
。
之
は
械
首
、
図
版
、
新
好

紘
一
寸
の
淡
詑
調
の
扱
き
に
依
人
ジ
、
又
復
努
、
帰

1 O ..... ，3 

間

殺
思
想
を
盛
っ
た
内
容
、
が
多
い
だ
め
で
あ
る

と
す
る
G

之
に
は
二
郎
の
真
理
も
あ
る
が
、

然
し
未
だ
一
を
知
っ
て
こ
を
知
ら
な
い
も
の

で
あ
ら
う
。

漢
文
の
内
森
は
認
め
る
、
が
、
原
形
に
依
る
必
要

な
し
と
の
論
。

ー
我
々
、
が
淡
文
を
議
ひ
の
は
、
図
諾
で
議
み
旦

つ
解
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
原
形
に
依
る

必
要
な
く
、
番
下
し
で
よ
ろ
し
い
。

2

設
内
下
し
で
意
味
の
以

b
に
く
い
時
は
献
制
作
す

れ
ば
よ
い
、
然
し
と
れ
は
古
典
の
味
を
氾
す

と
と
、
が
間
競
で
あ
る
。

3

漢
字
淡
文
は
そ
の
修
率
上
、
時
間
的
に
叉
能

率
的
に
無
駄
ば
か
、
，
D
多
く
て
、
効
果
は
少
い
。

一
般
人
は
波
文
の
原
形
を
知
ら
な
く
て
も
生

活
は
出
来
、
形
式
等
は
特
殊
な
研
究
者
に
任

せ
て
お
け
ば
よ
い
c

市
し
て
只
思
想
の
み
以

る
に
は
波
形
代
依
る
必
要
は
な
い
。

官
、
淡
文
は
或
る
科
皮
ま
で
必
要
で
あ
る
が
、

G 

そ
の
範



1¥. 

閣
を
制
限
す
る
必
要
あ

b
と
の
論
。

郎
ち
乙
れ
は
下
級
に
は
諜
せ
ず
、
上
級
代
衣
っ
て

か
ら
政
手
ラ
と
す
る
の
で
、
焚
成
者
は
仲
々
多

く
、
昭
和
六
年
一
月
比
改
正
せ
ら
れ
た
中
朗
学
校
令

施
行
規
則
で
は
、
二
年
件
以
上
代
諒
す
る
之
と
に

定
め
た
。
本
校
附
中
で
は
以
前
よ

b
二
年
か
ら
認

し
、
文
民
尚
一
尚
一
川
附
中
及
び
府
立
三
中
で
は
三
年

よ
b
却
附
し
て
ゐ
だ
。
此
等
の
人
の
論
旨
は
、

初
年
級
で
は
法
人
え
の
川
山
恕
内
容
の
把
援
は
凶
雑

で
あ
る
。

初
め
関
誌
を
十
分
に
問
中
ん
で
、
犬
、
代
依

b
詩
集

を
州
一
谷
川
と
し
、
句
-
訓
比
例
れ
当
せ
て
お
く
と
、

上
級
で
の
進
歩
、
が
早
い
。

一
年
生
で
、
英
話
、
波
文
と
二
つ
の
新
筆
談
、
が

増
す
と
念
に
難
し
く
な
る
故
、
数
育
上
妥
蛍
で

な
い
。
一
年
で
際
文
法
を
向
学
ん
で
か
ら
、
後
に
決
文
を

課
す
方
、
が
よ
ヤ
。

(
現
代
は
思
想
問
題
の
喧
し
い
折
柄
と
て
、
談

b 。

文
燦
止
の
問
題
は
影
乞
熔
め
て
府
石
、
が
、
上
級

に
の
み
球
主
ラ
と
の
め
先
は
賛
成
持
、
が
多
く
、
匁

に
昭
和
六
年
の
文
部
符
の
改
正
案

f
は
二
年
よ

b
践
す
と
と
¥
な

b
、
一
年
で
は
只
閑
話
の
・
中

で
、
淡
文
の
入
門
に
交
す
可
当
材
料
を
一
政
す
乙

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
が
、
北
ハ
の
す
〈
旬
、
が
限
昧

で
、
従

ο
て
結
局
仮
名
交

b
文
を
交
へ
る
乙
と

に
な
れ
ノ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
o
f
そ
し
て
二
年
に
二

時
間
、
一
一
一
年
は
二
i
l
A
三
時
間
、
四
五
年
は
二

1
1
1
三
時
間
で
あ
る
。
)

一
二
、
隊
舎
の
問
題

続耕一一
同
の
不
完
全
が
、
延
い
て
決
字
及
び
淡
文
制
限
の
問

題
、
に
大
な
る
影
響
を
山
県
へ
て
ゐ
る
。
現
存
の
僻
骨
討
に
は

部
首
引
、
会
割
引
、
一
耳
目
引
、
及
び
新
方
法
の
引
き
方
、

等
、
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
め
川
不
完
会
で
工
夫
の
徐
地

、
が
多
い
。

問
、
数
科
書
の
問
題

現
在
の
数
科
書
は
甚
だ
統
一
を
紋
い
て
ゐ
る
。

ィ
、
形
式
上
0

1

編
纂
的
の
も
の
0
・

2

抜
苓
本
。

四



3

用
者
の
併
用
0
4

完

本

。

育
、
内
容
上
。

1

文
率
的
の
も
の
0

2

道
徳
的
の

も
の
C

3
日
本
的
の
も
の
。
4
支
那
的

の
も
の
。

円
、
改
修
問
題

数
科
書
の
文
字
詰
匂
及
び
内
容
の
改
修
問
題
は
如
何

に
す
べ
主
で
あ
る
か
。
之
に
も
様
ん
刊
の
議
論
、
が
あ
る

様
で
あ
る
。

五
、
数
授
上
の
問
題

イ
、
目
的
の
設
定

従
来
の
数
授
菱
自
に
依
れ
ば
、
漢
文
は
関
一
訪
の
中
に

含
ま
れ
て
、
色
ゃ
な
目
的
、か
列
奉
芯
れ
、
漢
文
樹
向
同

の
目
的
は
明
示
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
教
授
者

に
も
数
授
目
的
、
が
明
院
に
分
ら
ず
、
『
内
祭
を
主
と
す

る
か
、
形
式
を
主
と
す
る
か
に
迷
っ
た
者
も
あ
る
o

p

、
時
間
数
の
問
題

初
年
級
で
は
燦
止
し
た
が
、
二
年
よ

b
五
年
に
一怠
る

問
の
時
数
の
鳩
減
を
一如
何
に
す
べ
主
で
あ
る
か
c

戸
、
施
行
範
悶
の
問
題

問
問

安
浩
一
本
的
学
校
友
ぴ
高
等
女
向
学
校
壮
一
寸
に
も
課
す
可
き
で
あ

る
か
否
か
。

ニ
、
議
み
方
の
問
題

。
叫
文
一
誌
の
形
に
諌
ん
で
意
味
を
一説
明
す
る
在
来
の

法。

b

口
誌
に
直
し
て
譲
む
法
。

c

棒
設
に
す
る
法
。

棒
讃
に
し
て
も
、
淡
一
耳
目
で
議
h
u

か、
h

或
は
現
代

の
支
那
一音
で
誌
な
か
、
之
、
、
に
も
大
き
な
問
題

、
が
あ
ら
う
。

以
上
に
怒
げ
た
と
と
ろ
は
、
論
守
に
な
っ
て
ゐ
る
問
題

を
口
ハ
羅
列
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
諮
殺
の
研
究
代
依
ク
て
明

快
な
解
決
を
下
迫
れ
る
之
と
そ
期
待
す
る
わ
け
で
あ
る
。

(
文
交
私
記
者
)


